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(Lewis and Maghami, 2016)． 
免疫チェックポイント阻害薬（immune-checkpoint inhibitors : ICI）は様々な悪性腫瘍






本研究は多施設共同後ろ向き研究である．2017 年 5 月から 2019 年 9月の間に参加機関の
癌登録で特定された症例でニボルマブ単剤療法によって治療された切除不能な再発転移唾
液腺癌患者を対象とした．治療の方法は 2週間間隔でニボルマブ（240 mg）を投与し，治療
結果と臨床病理学的要因との相関関係を分析した．全奏効率（objective response rate : 
ORR 完全奏効（complete response : CR）または部分奏効（partial response : PR）を達
成した患者の割合），臨床的有効割合（clinical benefit rate: CBR CR，PR，または安定
stable disease: SD を少なくとも 24 週間達成した患者の割合），病勢制御割合（disease 
control rate : DCR，期間に関係なく CR，PR，または SD を達成した患者の割合），無増悪
生存期間(progression-free survival : PFS)の中央値，および全生存期間(overall 
survival : OS)の中央値，および安全性を評価した．また，免疫チェックポイント阻害薬に
関するバイオマーカーを探索した．予後と年齢，性別，Eastern Cooperative Oncology Group
（ECOG）パフォーマンスステータス（performance status: PS），ニボルマブ療法前の全身
療法の有無，免疫関連有害事象の有無（immune-related Adverse Events: irAE），ニボルマ
ブ療法後の全身療法の有無，組織型，Programmed cell Death 1- Ligand 1: PD-L1，ヒト上
皮増殖因子受容体 2型(human epidermal growth factor receptor type2: HER2)，アンド
ロゲン受容体(androgen receptor: AR)，マイクロサテライト不安定性（Microsatellite 
Instability: MSI），修正グラスゴー予後スコア（modified Glasgow Prognostic Score : 
mGPS），末梢血好中球-リンパ球比(Neutrocyte-to-lymphocyte ratio: NLR），末梢血血小板
-リンパ球比(Platelet-to-lymphocyte ratio: PLR)，末梢血リンパ球-単球比(Lymphocyte-




24 症例を対象とし，追跡期間の中央値は 6.5 ヶ月(範囲：0.6–28.2 ヶ月)であった．組織
型は唾液腺導管癌 20 例が最も多かった． PD-L1 陽性症例は 11 例で，高頻度マイクロサテ
ライト不安定性（MSI-High）の症例はなかった． CR を得た症例は認めず，PR1 例，SD2 例，
PD21 例，奏効率は 4.2％であった．SD の 2 例はいずれも 24週以上 SDを維持し，CBRは 3例
12.5%であった．無増悪生存期間と全生存期間の中央値はそれぞれ 1.6 か月と 10.7 か月で
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